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　数年来のカルヴァン研究を本年度もひき続き行って
きた。本年におけるその研究の対象は，カルヴァンら
の宗教改革が出現する歴史的前提をひろく追究するこ
とにあった。そして，中世カトリシズムの体制を掘崩
す一つの重要な要因となった14，5世紀のセクト運動を
とくに問題としたので，ここではそれについて簡単に
ふれておきたい。
　セクト運動は，南フランス，北イタリヤ，ライン川
流域，ネーデルランドで活発に展開されたが，これら
の運動はさまざまな変革的理念に従っていたのであ
る。その理念の一つは終末論であった。キリストのす
みやかな再臨を待望する原始キリスト教的雰囲気が彼
らの中に復活してきたのである。彼らの終末論による
と，キリストの到来の前には，つねにアンチキリスト
が支配する，だから神の新しい支配が出現する前に，
アンチキリストを倒さなければならないというのであ
った。時代の終末という考えそのものが，中世教会の
ような巨大にして永続的な制度に安全にとって危険で
あったことはいうまでもない。だがそれに加えて教会
の首長がアンチキリストと同一視された場合には，革
命は不可避的であった。諸教派はカトリックのP一マ
と黙示録のバビロンを同一視したのである。もう一つ
の変革的な観念は地上の教会は神の真の教会ではな
く，真の教会は世界の始まるときから救いに定められ
た人によってのみ構成されるという思想であった。誰
が選ばれているかを明確に識別しえない場合は，その
観念はそれほど破壊的ではないが，もし日常の道徳的
行状が選びの基準とされた場合，不道徳な法王は教会
の首長でもなければ，一メンバーでもないという結論
が引き出されてくることになる。かくして千年王国思
想と予定論とが結合し，地上の制度としての教会は，
未来の面からも過去の側からも挾撃されて，そのイデ
オロギー的基盤が掘り崩されていくことになったので
ある。
　第2に，カトリック教会にまさにキリスト教世界を
支配することを可能にならしめていたサクラメントの
制度が，このセクト運動によって重大な破損を蒙るこ
とになったのである。彼らは，サクラメソトの救済効
力，またはサクラメントを行なう聖職者の救済能力を
否定したのである。ミサにおける全質変化は，まずウ
イクリフによって否定され，ついでフス（ウイクリフ
ほど明確ではないが）がそれに続いた。他のセクト
は，悪徳聖職者によっては，サクラメントの救済効果
は生じないと主張した（例えばワルド派を見よ）。
　これらのセクト諸派は，教会によって異端とされ，
徹底的な強圧を蒙り，地下にひそんでしまった。だか
ら，これらのセクト運動は，申世カトリシズムを外的
な面で変革することはできなかった。しかし，彼らが
もたらした観念的な成果は，やがてプロテスタンチズ
ムにうけつがれ，巨大な開花をもたらすことになるの
である。
　ところで，これらのラディカルなセクトの変革運動
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が弾圧されると，達人的宗教意識virtu6senreligiosi二
tatをもった民衆たちは，その関心を内面的聖潔化神
秘化の方向に向けていくことになる。ライン川流域の
「神の友」Friends　of　Godやオランダの「共同生活
兄弟団」Fratres　Communis　Vitaeなどはその例であ
る。彼らは教会の堕落に対しては，ほとんど公然たる
批判や改革はしなかったが，キリスストの前での実
践，神との神秘的一体化，困苦欠乏に耐えて神に奉仕
する精神を培い，信仰生活の模範をうちたてようとす
るのである。彼らの影響は正統派プロテスタントチズ
ムには，ほとんど影響を与えなかったが，宗教改革左
翼のアナバプチストには，さまざまな思想的影響をも
たらすことになった。
　以上，紙数の関係で，ほとんど研究の概略をのべた
にすぎないが，わが国においては，堀米庸三氏「正統
と異端」に見られる研究しか，未だ現われていない現
状であるので，この面でのより進んだ研究が現われる
のを心から期待したいし，私としても今後ともこの研
究を継続していきたいつもりでいる。
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